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リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
形
成
と
経
営

斉
藤　

美
彦

は
じ
め
に

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
リ
テ
ー
ル
銀
行
業
を
、
投
資
銀
行
業
・
国
際
銀
行
業
と
分
離
す
る
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
制
が
二

〇
一
九
年
一
月
か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
制
は
、
世
界
金
融
危
機
の
影
響
で
、
大
手
四
行
中
の
二
行

が
国
有
化
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
従
来
の
金
融
機
関
の
監
督
体
制
、
破
綻
処
理
制
度
、
預
金
保
険
制
度
が
不
備
で
あ
っ
た
と

の
反
省
か
ら
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
制
に
基
づ
き
イ
ギ
リ
ス
の
大
手
銀
行
は
、
組
織
改
編
を
行
っ
た
。
金
融
危
機
が

発
生
す
る
と
、
ペ
イ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
中
核
で
あ
り
大
衆
預
金
を
吸
収
し
て
い
る
商
業
銀
行
の
業
務
規
制
を
行
う
べ
き
と
の
提

案
が
出
て
く
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
銀
行
破
綻
件
数
が
急
増
し
、
貯
蓄
貸
付
組
合
（
Ｓ
＆

Ｌ
）
が
危
機
に
陥
っ
た
時
に
提
案
さ
れ
た
の
が
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
（
大
衆
預
金
を
吸
収
す
る
銀
行
に
は
、
資
産
側
に
Ｔ
Ｂ
等
の
安
全
な

流
動
資
産
の
み
を
認
め
る
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
提
案
に
は
、
①
信
用
創
造
が
不
可
能
と
な
り
弾
力
的
な
通
貨
供
給
が

不
可
能
と
な
る
、
②
資
産
の
収
益
性
が
乏
し
く
経
営
が
成
り
立
た
な
い
と
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
と
類
似
し
て
い
る
と
も
み

な
せ
る
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
制
は
、
①
の
懸
念
に
つ
い
て
は
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
が
（
後
述
）、
②
の
懸
念
に
つ
い
て
は

現
実
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
経
営
を
分
析
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
以
下
で
初
の
年
決
算
が
発
表
さ
れ
た
リ
ン

グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
経
営
状
態
に
つ
い
て
、
組
織
改
編
の
実
態
の
検
討
と
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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１　

リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
制
と
銀
行
の
組
織
再
編

　

リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
制
の
制
定
経
緯
に
つ
い
て
は
、
別
稿
（
斉
藤
﹇
二
〇
二
〇
﹈）
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ご

く
簡
単
に
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
二
〇
〇
七
年
に
ノ
ー
ザ
ン
ロ
ッ
ク
が
流
動
性
危
機
に
よ
り
破
綻
し
、
二
〇
〇
八
年
に
は
ビ
ッ

グ
フ
ォ
ー
の
う
ち
の
二
行
（
Ｒ
Ｂ
Ｓ
・
ロ
イ
ズ
Ｂ
Ｇ
）
が
国
有
化
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
の
監
督
制
度
、
破
綻

処
理
制
度
、預
金
保
険
制
度
等
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
た
。そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
、立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
独
立
銀
行
委
員
会（
ヴ
ィ
ッ

カ
ー
ズ
委
員
会
）
で
あ
り
、
そ
こ
で
提
案
さ
れ
た
も
の
の
な
か
の
中
心
的
な
も
の
が
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
制
で
あ
っ
た
。

金
融
危
機
後
の
規
制
体
系
の
見
直
し
（
こ
れ
は
二
〇
一
二
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
で
行
わ
れ
た
）
と
並
行
し
て
、「
大
き
す
ぎ
て
潰
せ

な
い
」
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
の
が
同
委
員
会
で
あ
っ
た
。
同
委
員
会
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
に
中
間

報
告
を
発
表
し
た
が
、
こ
の
中
間
報
告
に
お
い
て
中
心
的
な
論
点
と
な
っ
た
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
リ
テ
ー
ル
銀
行
業
と
投
資
銀
行
業
・

国
際
銀
行
業
等
と
の
分
離
案
で
あ
り
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
と
い
う
考
え
方
が
明
確
な
も
の
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
バ
ン
ク
の
終
焉
の
た
め
の
銀
行
業
の
大
胆
な
構
造
改
革
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
た
。
同
委
員
会
は
、
二
〇
一
一
年
九
月

に
最
終
報
告
を
発
表
し
た
。
最
終
報
告
が
示
し
た
「
フ
ェ
ン
ス
」
内
の
業
務
と
は
、
個
人
お
よ
び
中
小
企
業
か
ら
の
す
べ
て
の
預
金

と
、
そ
の
口
座
に
お
け
る
当
座
貸
越
業
務
で
あ
る
。
金
融
会
社
、
Ｅ
Ｅ
Ａ
外
の
顧
客
に
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
投
資
銀
行
業
務
を
提
供

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
企
業
か
ら
の
預
金
吸
収
や
非
金
融
大
企
業
へ
の
単
純
な
貸
出
は
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
が
大
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
と
な
る
場
合
は
、グ
ル
ー
プ
の
他
の
部
門
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の
独
立
が
あ
り
、

別
の
法
人
格
を
持
ち
、
業
務
も
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
し
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
は
、
い
わ
ゆ
る
完
全
分
離
で
は
な
く
、
同
報
告
書
が
勧
告
し
た
の
は
、
①
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行

は
同
一
グ
ル
ー
プ
内
の
他
金
融
機
関
か
ら
独
立
し
た
法
人
格
を
持
つ
べ
き
こ
と
、
②
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
よ
り
、
完
全
も
し
く
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は
部
分
的
に
所
有
さ
れ
る
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
認
め
ら
れ
る
業
務
し
か
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
③
グ

ル
ー
プ
全
体
は
、
業
務
、
ス
タ
ッ
フ
、
デ
ー
タ
、
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
が
引
続
き
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
、
④
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
す
べ
て
の
ペ
イ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
べ
き
こ
と
等
で
あ
っ
た
。
な
お
、

リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
同
一
グ
ル
ー
プ
内
の
他
の
メ
ン
バ
ー
と
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
ム
ズ
レ
ン
グ
ス
お
よ
び
第
三
者
ル
ー

ル
に
基
づ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
独
立
銀
行
委
員
会
の
最
終
報
告
の
勧
告
内
容
は
、
基
本
的
に
政
府
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
、
財
務
省
報
告
書
さ
ら
に
は
白
書

の
公
表
を
経
て
立
法
過
程
に
入
り
、こ
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
二
〇
一
三
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
（
銀
行
改
革
）
法
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ

た
。

　

同
法
の
成
立
お
よ
び
政
令
等
の
制
定
に
よ
り
、
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
の
具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
ず
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
の
制
定
、
す
な
わ
ち
コ
ア
・
リ
テ
ー
ル
銀
行
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
投
資
銀
行
業
務
・
国
際
銀
行
業
務
か
ら
分

離
す
る
期
限
を
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
と
し
た
。
そ
し
て
、
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
そ
の
法
人
構
造
を
再
編

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
が
そ
の
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
他
の
法
人
か
ら
独
立
し
て
経
営
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
に
、
そ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
を
見
直
す
（
新
規
の
ボ
ー
ド
設
立
等
）
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
銀
行

グ
ル
ー
プ
は
新
規
設
立
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
他
の
部
門
と
の
財
務
的
な
独
立
性
が
保
た
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
ス
テ
ッ
プ
は
、
銀
行
構
造
の
確
立
後
に
、
内
部
の
法
人
間
に
お
い
て
資
産
（
貸
出
金
等
）
や
負
債
（
預
金
等
）
を
移
動
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
リ
テ
ー
ル
預
金
を
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
な
る
法
人
に
移
す
。
ま
た
別
の

銀
行
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
投
資
銀
行
業
を
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
な
る
法
人
か
ら
移
す
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
ま
た
別
の
グ
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ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
両
者
の
ミ
ッ
ク
ス
と
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
制
は
、
二
〇
一
九
年
一
月
に
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
規
制
対
象
と
な
る
金
融
機
関
は
、
コ

ア
・
リ
テ
ー
ル
預
金
が
二
五
〇
億
ポ
ン
ド
以
上
の
銀
行
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
ビ
ッ
グ
フ
ォ
ー
（
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
、
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
、
ロ

イ
ズ
Ｂ
Ｇ
、
Ｒ
Ｂ
Ｓ
）
お
よ
び
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
（
旧
住
宅
金
融
組
合
か
ら
銀
行
転
換
し
た
ア
ビ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
ス
ペ
イ
ン
系
の

銀
行
が
買
収
し
た
英
国
法
人
）
で
あ
る
。
な
お
、
住
宅
金
融
組
合
最
大
手
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
住
宅
金
融
組
合
は
、
二
五
〇
億
ポ

ン
ド
以
上
の
コ
ア
・
リ
テ
ー
ル
預
金
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
住
宅
金
融
組
合
は
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
制
の
対
象

外
で
あ
る
。
規
制
対
象
各
行
は
、
二
〇
一
八
年
末
ま
で
に
組
織
改
編
を
行
っ
た
。

２　

リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
経
営

　

こ
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
九
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
ナ

ロ
ー
バ
ン
ク
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
は
、
負
債
側
は
決
済
性
預
金
で
あ
る
一
方
、
資
産
側
は
Ｔ
Ｂ
等
の
安
全
資

産
に
の
み
投
資
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
は
、
①
信
用
創
造
が
不
能
と
な
り
、
弾
力
的
な
預
金
、
す
な

わ
ち
マ
ネ
ー
の
供
給
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
②
こ
の
よ
う
な
銀
行
に
は
収
益
性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
主
な

も
の
で
あ
っ
た
。
①
の
批
判
は
、
現
代
の
通
貨
供
給
は
商
業
銀
行
が
民
間
非
銀
行
部
門
の
資
金
需
要
に
対
し
て
貸
出
す
際
に
、
自
ら

の
預
金
債
務
を
創
造
し
て
こ
れ
を
行
う
と
い
う
、信
用
創
造
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
て
い
な
い
提
案
な
の
で
は
と
の
批
判
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
は
、
信
用
創
造
が
可
能
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
も
中
小
企
業
向
け
貸
出
も
、

リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
預
金
創
造
に
よ
り
行
わ
れ
る
し
、
大
企
業
向
け
の
貸
出
も
禁
止
さ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
は
、
前
記
①
の
批
判
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
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本
稿
で
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
へ
の
②
の
低
収
益
性
と
い
っ
た
批
判
は
、
果
た
し
て
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行

に
は
当
て
は
ま
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
初
め
て
の
年
決
算
で
あ
る
二
〇
一
九
年
の
各
行
決
算
を
そ
の
組
織
再
編

と
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、
組
織
再
編
に
よ
り
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
を
含
ん
だ
銀
行
グ
ル
ー
プ
全
体
の
収
益

性
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
問
題
と
は
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
が
単
体
と
し
て
収

益
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
み
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
年
目
の
決
算
を
見
た
だ
け
で
、
そ
れ
が
完
璧
に
分

析
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
の
銀
行
の
収
益
環
境
が
特
殊
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
し
、
二

年
目
以
降
の
収
益
性
を
見
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
点
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
が
抱
え
る
リ
ス

ク
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
細
か
く
見
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、ま
ず
経
営
状
態
の
分
析
の
第
一
歩
と
し
て
、

以
下
で
は
各
行
の
組
織
再
編
と
二
〇
一
九
年
決
算
の
内
容
を
概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
（B

arclays B
ank U

K
 plc

）

　

バ
ー
ク
レ
イ
ズ
・
グ
ル
ー
プ
は
、二
〇
一
八
年
四
月
一
日
に
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
（Barclays Bank U

K

）
を
設
立
し
、グ
ル
ー

プ
内
で
資
産
・
負
債
等
の
移
転
を
行
っ
た
。
そ
こ
に
お
け
る
業
務
部
門
と
し
て
は
、
①
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
バ
ン
キ
ン
グ
、
②
ビ
ジ
ネ
ス
・

バ
ン
キ
ン
グ
、
③
バ
ー
ク
レ
イ
カ
ー
ド
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）
の
三
部
門
が
あ
る
。
二
〇
一
九
年
は
金
利
が
低
水
準
か
つ
低
下
傾

向
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
収
益
性
が
悪
く
、
全
体
の
収
益
性
は
良
好
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
税
引
後
利
益
は
一
・

五
六
億
ポ
ン
ド
、
税
引
前
利
益
は
六
・
六
九
億
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
〇
・
〇
六
％
（
総
資
産
の
（
二
〇
一
八
年
末
残
＋
二

〇
一
九
年
末
残
）

÷

二
を
平
残
の
係
数
と
し
て
使
用
、
税
引
前
利
益
ベ
ー
ス
で
は
〇
・
二
六
％
、
以
下
同
じ
）、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
〇
・
九
三
％

（
資
本
に
つ
い
て
も
Ｒ
Ｏ
Ａ
と
同
様
の
処
理
を
し
た
、
同
四
・
〇
〇
％
）
で
あ
っ
た
。
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資
産
規
模
と
し
て
は
、
①
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
が
七
割
強
で
あ
る
が
、
そ
の
収
益
性
は
税
引
前
利
益
ベ
ー
ス
で
の
Ｒ

Ｏ
Ａ
が
〇
・
一
〇
％
と
非
常
に
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
資
産
規
模
で
は
二
割
程
度
の
②
ビ
ジ
ネ
ス
・
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
の
Ｒ
Ｏ

Ａ
が
一
・
〇
八
％
、
③
バ
ー
ク
レ
イ
カ
ー
ド
部
門
の
Ｒ
Ｏ
Ａ
が
〇
・
三
九
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
二
〇
一
九
年
に
特
有
の
収
益
傾
向

で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
詳
し
い
分
析
お
よ
び
、
二
〇
二
〇
年
以
降
の
決
算
の
分
析
が
必
要
と
な
ろ
う
。

（
２
）
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
（H

S
B
C
 U
K

）

　

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
、
一
九
世
紀
に
香
港
上
海
銀
行
と
し
て
設
立
さ
れ
、
現
在
で
は
世
界
八
〇
か
国
以
上
に
わ
た
り
営
業
を
行
っ
て
い
る

巨
大
銀
行
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
リ
テ
ー
ル
銀
行
網
は
一
九
九
二
年
に
当
時
の
ビ
ッ
グ
フ
ォ
ー
の
一
角
で
あ
っ

た
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
銀
行
を
買
収
し
た
こ
と
に
よ
り
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
の
買
収
後
も
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
い
て

は
し
ば
ら
く
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
銀
行
の
商
号
に
よ
り
営
業
し
て
い
た
が
、一
九
九
九
年
以
降
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｓ
銀
行
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。

　

そ
の
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
、
二
〇
一
八
年
七
月
に
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
し
て
のH

SB
C U

K

を
設
立
し
、
組
織
改
編
を
行
っ
た
。

H
SBC U

K

に
は
、
①
リ
テ
ー
ル
バ
ン
キ
ン
グ
・
ウ
ェ
ル
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
部
門
（
Ｒ
Ｂ
Ｗ
Ｍ
）、
②
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
バ
ン
キ
ン

グ
部
門
（
Ｃ
Ｂ
）、
③
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
（
Ｐ
Ｂ
）、
④
グ
ロ
ー
バ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
限
定
的
）
部

門
（
Ｇ
Ｂ
＆
Ｍ
）
が
あ
る
。
税
引
後
利
益
は
五
・
一
六
億
ポ
ン
ド
、
税
引
前
利
益
は
一
〇
・
一
〇
億
ポ
ン
ド
と
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
を
上

回
っ
て
い
る
。
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
〇
・
二
一
％
（
同
〇
・
四
一
％
）、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
二
・
三
一
％
（
同
四
・
五
三
％
）
で
あ
っ
た
。

　

資
産
規
模
と
し
て
は
、バ
ー
ク
レ
イ
ズ
と
同
規
模
で
あ
る
が
、特
徴
的
な
の
は
①
Ｒ
Ｂ
Ｗ
Ｍ
部
門
の
資
産
規
模
が
六
割
強
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
収
益
面
で
は
、
②
Ｃ
Ｂ
部
門
の
収
益
性
が
①
Ｒ
Ｂ
Ｗ
Ｍ
部
門
の
収
益
性
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
二

〇
一
九
年
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
中
心
と
す
る
リ
テ
ー
ル
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
の
収
益
環
境
の
悪
さ
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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（
３
）
ロ
イ
ズ
Ｂ
Ｇ
（Lloyds B

ank etc.

）

　

ロ
イ
ズ
Ｂ
Ｇ
は
二
〇
〇
八
年
に
実
質
国
有
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
大
き
な
原
因

は
破
綻
状
態
に
あ
っ
た
Ｈ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
（
住
宅
金
融
最
大
手
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
と

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
銀
行
が
合
併
）
を
吸
収
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ロ
イ
ズ
Ｂ
Ｇ
は
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
再
民
営
化
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
八
年
中

に
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
制
に
適
合
す
る
た
め
の
組
織
再
編
を
行
っ
た
。
合
併
銀

行
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
組
織
再
編
は
前
記
二
銀
行
グ
ル
ー
プ
よ
り
は
若

干
複
雑
で
あ
る
。
ま
ず
二
〇
一
八
年
中
に
国
際
業
務
等
を
グ
ル
ー
プ
内
非
リ
ン

グ
フ
ェ
ン
ス
部
門
に
移
転
し
、Lloyds Bank

お
よ
びBank of Scotland

と

い
う
二
つ
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
を
設
立
し
た
。
こ
の
他
に
Ｈ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
と
い

う
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
も
あ
る
（
図
表
１
）。
ま
た
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀

行
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
は
、
①Lloyds B

ank

、
②H

alifax

、

③Bank of Scotland

に
加
え
て
④
Ｍ
Ｂ
Ｎ
Ａ
（
二
〇
一
七
年
に
買
収
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
）
が
あ
る
。

　

ロ
イ
ズ
銀
行
は
一
九
九
〇
年
代
以
来
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
リ
テ
ー
ル
バ
ン
キ
ン

グ
に
注
力
し
て
き
た
銀
行
で
あ
り
、
住
宅
金
融
最
大
手
の
Ｈ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
を
合
併
し

た
こ
と
も
あ
り
、住
宅
ロ
ー
ン
の
資
産
に
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。リ
ン
グ
フ
ェ

ン
ス
銀
行
と
し
て
のLloyds B

ank

の
税
引
き
後
利
益
は
二
二
・
三
三
億
ポ
ン

図表１　ロイズBGの組織構造

Aligned Boards

RF銀行1

Lloyds Bank
Corporate
Markets plc

Scottish
Widows
Group
Limited

LBG Equity
Investments
Limited

非RF銀行 保険 投資

（出所）Lloyds BG Annual Report 2018, p. 58.
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ド
、
税
引
前
利
益
三
四
・
七
四
億
ポ
ン
ド
で
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
〇
・
三
八
％
（
同
〇
・
五
九
％
）、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
五
・
六
四
％
（
同
八
・
七
八
％
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
、Lloyds Bank

の
資
産
規
模
は
、
前
記
二
行
よ
り
も
大
き
い
。

（
４
）
Ｒ
Ｂ
Ｓ
（N

atW
est H

oldings

）

　

Ｒ
Ｂ
Ｓ
は
も
と
も
と
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
方
銀
行
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
当
時
の
ビ
ッ
グ
フ
ォ
ー
の
一
角
で
あ
っ
た

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
銀
行
を
同
じ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
方
銀
行
で
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
銀
行
と
の
買
収
合
戦

で
勝
利
し
た
こ
と
に
よ
り
傘
下
と
し
、
世
界
最
大
規
模
ク
ラ
ス
の
銀
行
と
な
っ
た
が
、
急
拡
大
路
線
が
た
た
り
二
〇
〇
八
年
に
実
質

国
有
化
さ
れ
た
。

　

こ
の
Ｒ
Ｂ
Ｓ
も
二
〇
一
八
年
中
に
組
織
再
編
を
行
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
前
記
三
行
と
は
異
な
る
特
徴
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
中
間
持
株
会
社
と
し
て
のN

atW
est H

oldings

（
Ｒ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
の
一
〇
〇
％
持
株
会
社
：
な

お
親
会
社
の
Ｒ
Ｂ
Ｓ
もN

atW
est

へ
の
二
〇
二
〇
年
中
の
名
称
変
更
を
検
討
中
で
あ
る
）
を
設
立
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の

傘
下
に
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
し
て
のN

ational W
estm

inster B
ank

（U
lster B

ank

﹇
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
本
店
﹈
お
よ
び

Coutts &
 Co.﹇

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
﹈を
一
〇
〇
％
保
有
）、The Royal Bank of Scotland

お
よ
びU

lster Bank Ireland

（
ダ

ブ
リ
ン
本
店
）
が
あ
る
と
い
う
組
織
構
造
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。
な
お
、非
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
業
務
に
つ
い
て
は
、グ
ル
ー

プ
内
のN

atW
est M

arkets

等
に
移
管
さ
れ
た
。

　

中
間
持
株
会
社
と
し
て
のN

atW
est H

oldings

の
税
引
後
利
益
は
一
四
・
〇
六
億
ポ
ン
ド
、
税
引
前
利
益
は
二
二
・
〇
六
億
ポ

ン
ド
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
〇
・
三
三
％
（
同
〇
・
五
二
％
）、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
四
・
二
七
％
（
同
六
・
七
〇
％
）
と
な
っ
た
。
部
門
と
し
て
は
、

①
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
バ
ン
キ
ン
グ
（
Ｕ
Ｋ
Ｐ
Ｂ
）
部
門
、
②
ア
ル
ス
タ
ー
銀
行
（U

BRoI
）、
③
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
（
Ｃ
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Ｂ
）、
④
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
（
Ｐ
Ｂ
）
等
が
あ
り
、
こ
の
な
か
で
は
③
Ｃ

Ｂ
部
門
の
収
益
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
資
産
規
模
的
に
は
、
合
併
銀
行
で
あ
る
こ
と
も

あ
り
、Lloyds Bank

に
次
ぐ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
（S

antander U
K

）

　

サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
の
前
身
は
ア
ビ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
手
住
宅
金
融
組

合
で
あ
っ
た
ア
ビ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
住
宅
金
融
組
合
が
一
九
八
六
年
住
宅
金
融
組
合
法
に
よ

り
銀
行
転
換
（
相
互
組
織
か
ら
株
式
会
社
へ
の
転
換
）
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
転
換
第
一
号
と
し
て
一
九
八
九
年
に
転
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年

に
そ
れ
を
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
が
買
収
し
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
商
号
も

サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
と
し
て
営
業
し
て
き
て
い
た
。
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン

ス
銀
行
と
し
てSantander U

K

を
設
立
し
、
非
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
業
務
を
二
〇
一
八
年

中
に
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
銀
行
（
ス
ペ
イ
ン
）
ロ
ン
ド
ン
支
店
に
移
管
し
た
。

　

Santander U
K

の
税
引
後
利
益
は
、
七
・
三
三
億
ポ
ン
ド
、
税
引
前
利
益
は
一
〇
・

一
二
億
ポ
ン
ド
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
〇
・
二
六
％
（
同
〇
・
三
六
％
）、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
四
・
七
〇
％
（
同

六
・
四
九
％
）
と
な
っ
た
。
同
行
は
、
旧
住
宅
金
融
組
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
リ
ン
グ

フ
ェ
ン
ス
銀
行
比
較
で
も
リ
テ
ー
ル
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
（
住
宅
ロ
ー
ン
中
心
）
の
資
産
割

合
も
大
き
い
し
、
収
益
面
に
お
い
て
も
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
い
る
。
資
産
規
模
に

図表２　RBS Groupの組織構造

↓

↓ ↓↓

↓ ↓

（注）RBS Group傘下にはNatWest Markets等の非RFB銀行等がある。
（出所）NatWest Holdingsアニュアルレポート等から筆者作成
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つ
い
て
は
、Barclays

お
よ
び
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
並
み
で
あ
る
。

３　

リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
二
〇
一
九
年
決
算
を
ど
う
み
る
か
？
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
住
宅
金
融
組
合
と
の
比
較
）

　

以
上
で
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
二
〇
一
九
年
の
決
算
状
況
を
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
低
金
利
か
つ
金
利
が
低
下
傾
向
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
収
益
状
況
を
Ｒ
Ｏ
Ａ
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
で
み
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
良
好
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
は
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス

銀
行
の
中
心
業
務
が
住
宅
ロ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
は
新
た
な
業
態
で

あ
り
、
過
去
の
英
銀
の
収
益
状
況
と
比
較
し
て
も
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
比
較
と
は
思
え
な
い
。
図
表
３
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行

の
資
産
規
模
、
収
益
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
最
大
の
住
宅
金
融
組
合
で
あ
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
住
宅
金
融
組

合
の
収
益
状
況
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

図
表
３
で
み
る
と
お
り
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
の
資
産
規
模
はB

arclays

、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
、Santander

と
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
る
。

収
益
状
況
的
に
は
税
引
後
利
益
は
、
三
・
六
五
億
ポ
ン
ド
、
税
引
前
利
益
は
四
・
四
六
億
ポ
ン
ド
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
〇
・
一
九
％
（
同
〇
・

一
五
％
）、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
三
・
五
七
％
（
同
二
・
七
九
％
）
と
な
っ
た
。
Ｒ
Ｏ
Ａ
ベ
ー
ス
で
ネ
ー
シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
よ
り
低
い
の
は

Barclays

の
み
で
あ
る
が
、
同
行
は
税
負
担
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
税
引
前
利
益
ベ
ー
ス
で
の
そ
れ
は
〇
・
二
六
％
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
を
有
す
る
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
収
益
性
は
、
住
宅
金
融
組
合
（
大
手
）
よ
り
も

良
好
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、決
算
期
の
違
い
で
あ
り
、ネ
ー

シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
の
決
算
期
は
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
各
行
と
異
な
り
期
末
日
が
四
月
五
日
（
イ
ギ
リ
ス
の
予
算
年
度
と
同
じ
）
で
あ

り
、
こ
の
約
三
か
月
の
ズ
レ
が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
に
入
っ
て
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
騒
ぎ
や
、
さ
ら
な

る
金
利
低
下
が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
の
二
〇
一
八
年
度
の
税
引
後
利
益
は
六
・
三
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六
億
ポ
ン
ド
、税
引
前
利
益
は
八
・
三
三
億
ポ
ン
ド
と
二
〇
一
九
年
度
の
ほ
ぼ
倍
で
あ
っ

た
。

　

本
稿
で
は
、
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
収
益
性
に
つ
い
て
検
証
し
た
わ

け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
高
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
二
〇
一
九
年
だ
け
を
み
た
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
凡
庸
な
結
論
し
か
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。し
か
し
、

大
手
の
住
宅
金
融
組
合
と
の
比
較
に
お
い
て
は
上
回
っ
て
お
り
、
今
後
の
収
益
状
況
の

検
討
を
進
め
て
い
く
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。
ま
た
、
図
表
３
で
は
、
普

通
株
等T

ier1

比
率
（C

E
T
1

）
を
示
し
て
み
た
が
、
こ
れ
は
各
行
と
も
に
バ
ー
ゼ
ル

Ⅲ
の
基
準
（
七
％
）
を
大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
過

去
の
破
綻
銀
行
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
信
頼
で
き
る
数
値
と
は
い
え
な
い
（
ネ
ー

シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
の
同
比
率
の
高
さ
は
組
織
形
態
の
相
違
（
相
互
会
社
）
に
よ
る
も
の
で

あ
る
）。
今
後
に
お
い
て
各
行
の
リ
ス
ク
管
理
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
か
が
よ
り
詳

し
く
分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
制
は
、
投
資
銀
行
業
務
・
国
際
業
務
等
の
リ
ス
ク

に
よ
り
商
業
銀
行
が
破
綻
す
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
の
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
意

味
で
、
ま
ず
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
危
機
発
生
時
に
実
際
に
リ
ス
ク
が

図表３　RFB等の資産・利益等（2019年１））
（単位：100万£、％）

Barclays 
UK

HSBC 
UK

Lloyds 
Bank

NW 
Holdings

Santander 
UK

NationWide 
BS

総資産（平残）２） 254,851 248,021 587,427 425,386 282,527 243,171
資本（平残）２） 16,728 22,292 39,559 32,941 15,598 13,066
税引後利益 156 516 2,233 1,406 733 365
ROA 0.06 0.21 0.38 0.33 0.26 0.15
ROE 0.93 2.31 5.64 4.27 4.70 2.79
CET1３） 13.5 13.0 14.3 15.7 14.3 31.9

（注）１． 各行はNationwide BS（期末が2020．4．4）を除いては年決算（期末が2019．12．31）
２． 総資産（平残）および資本（平残）は、（2018年末残＋2019年末残）÷２で算出
３． CET1は普通株等Tier1比率

（出所） 各行アニュアルレポートより筆者作成
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遮
断
さ
れ
る
か
否
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
格
的
な
危
機
が
発
生
し
な
け
れ
ば
検
証
し
よ
う
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

規
制
の
結
果
と
し
て
設
立
さ
れ
た
フ
ェ
ン
ス
内
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
は
、
か
つ
て
の
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
提
案
の
難
点
と
さ
れ
た
信

用
創
造
問
題
に
つ
い
て
は
回
避
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
収
益
性
に
は
疑
問
も
生
じ
て
い
た
。
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
は
、
ロ
ー
リ
ス

ク
・
ロ
ー
リ
タ
ー
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
リ
ス
ク
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
低
金
利
環
境
の
な
か
で
、
無
理
な

資
産
拡
大
を
行
っ
た
り
、
不
健
全
な
高
イ
ー
ル
ド
資
産
を
漁
っ
た
り
す
る
よ
う
な
活
動
が
あ
れ
ば
、
そ
の
経
営
は
一
気
に
悪
化
す
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
最
後
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
は
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
と
い
う
よ
り
も
、

一
九
八
六
年
住
宅
金
融
組
合
法
以
降
の
住
宅
金
融
組
合
に
近
い
存
在
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
九
八
六
年
法
は
典
型
的
な
貯
蓄

金
融
機
関
で
あ
っ
た
住
宅
金
融
組
合
に
、ペ
イ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
本
格
提
供
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
預
金
設
定
に
よ
る
貸
出
（
信

用
創
造
）
を
認
め
、
住
宅
ロ
ー
ン
以
外
の
貸
出
も
一
部
認
め
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
資
金
の
吸
収
も
上
限
付
き
で
認
め
た
。
そ
の
後
、
大

手
住
宅
金
融
組
合
の
ほ
と
ん
ど
が
銀
行
（
株
式
会
社
）
に
転
換
し
た
の
は
、
種
々
の
理
由
が
あ
っ
た
が
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
資
金
調
達

の
上
限
規
制
を
嫌
っ
た
（
そ
の
裏
側
に
は
資
産
を
拡
大
さ
せ
た
い
と
の
欲
求
が
あ
っ
た
）
の
が
、
そ
の
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
。

銀
行
に
転
換
し
た
大
手
住
宅
金
融
組
合
の
多
く
が
破
綻
し
た
り
、
経
営
悪
化
に
よ
り
買
収
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
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